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流域全体で連携し水害を軽減、「流域治水」を推進 

～第８回高瀬川流域治水協議会及び 
第１１回高瀬川大規模氾濫時の減災対策協議会を開催～ 

 
  

県内に大きな被害をもたらした令和３年、４年の豪雨をはじめ、昨年７月の秋田

県、山形県で発生した堤防の決壊を伴う洪水等、水害が激甚化・頻発化しています。 

高瀬川流域では、こうした水害に備えるため、あらゆる関係者が協働して被害を

軽減させる治水対策、「流域治水」を計画的に推進しています。 
今般、本協議会を開催し、「流域治水」に関する今年度の取組と来年度の取組方

針について意見交換を行います。 
  

  
詳細は次のとおりです。 

①開催日時  令和７年３月１８日（火）１０時３０分～１２時００分 
②開催方式  Web 会議 
③議事  

1) 流域治水推進に向けた自分事化行動計画について 
          2) 情報提供 
            ・東北町小川原湖プロジェクトの実施状況について 

・田んぼダムの取り組みについて 
・特定都市河川パンフレットについて 
・ワンコイン浸水センサ実証実験について 

 
④公開等 

          報道機関関係者で取材を希望される場合は、３月１７日（月）１６：００までに 
        「別紙登録用紙」にご記入の上、FAX 又はメールにてご連絡頂きますようお願い 
         いたします。 

なお、入場人数の調整をお願いする場合がありますので、予めご了承ください。 
 
 

発表記者会：八戸市政記者クラブ、八戸市地方紙等資料提供社、三沢記者会 
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高瀬川流域治水協議会委員 

 

 
（委員）   十和田市長 
      三沢市長  
           七戸町長 
           六戸町長 
      東北町長  
           六ヶ所村長 
      青森県 県土整備部長 
           青森県 危機管理局長 
      青森県 農林水産部長 
           青森地方気象台長 
      東北農政局 北奥羽土地改良調査管理事務所長 
          東北森林管理局 三八上北森林管理署長 
      森林整備センター 東北北海道整備局長 
           国土交通省東北地方整備局 高瀬川河川事務所長 
 

 

（事務局） 国土交通省東北地方整備局 高瀬川河川事務所  

           青森県 県土整備部 河川砂防課 
 
 



 

 
高瀬川大規模氾濫時の減災対策協議会委員 

 

 
（委員）     十和田市長 
       三沢市長  
            七戸町長 
       六戸町長 
       東北町長  
            六ヶ所村長 
       青森県知事  
       青森県 県土整備部長 
            青森県 危機管理局長  
            青森地方気象台長 
            国土交通省東北地方整備局 高瀬川河川事務所長 
 
 
 
（事務局）    国土交通省東北地方整備局 高瀬川河川事務所  
             青森県 県土整備部 河川砂防課 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
ＦＡＸ番号：０１７８－２０－４７３８ 高瀬川河川事務所 工務課 行き 
メールアドレス：thr-takasegawa01@mlit.go.jp 
  
※送信票は不要です。 
 ※送信後、お手数ですが、着信確認の連絡をお願いします。 
  連絡先：高瀬川河川事務所 工務課 
      ＴＥＬ０１７８－２８－８９４３ 

 

 

第８回高瀬川流域治水協議会 

第１１回高瀬川大規模氾濫時の減災対策協議会 

取材申込書 
 
 取材を希望される報道機関は、以下の項目に必要事項を記入のうえ、事前に FAX 又は

メールにて申し込み願います。 
 申込み締切は、令和７年３月１７日（月）（１６時）です。 
 
 
２．取材者等 

 
ふりがな 

 
 

 
氏名 

 
 

 
ご所属（会社名） 

 
 

 
ご連絡先（TEL） 

 
 

 
取材人数 

 
 

 
その他 
 

 
 
 

 
 
 


